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２０１０年 愛知県農業総合試験場の１０大成果

園 芸 研 究 部

白熱電球をＬＥＤに切り替えることで、１０分の１の消費電力で栽培でき、生産コス

トの低減とＣＯ2の排出量を削減した環境への負荷の軽減が可能となります。また、矮
化効果等を利用した多様な形態の鉢物を生産することができると考えられます。

成 果 の 内 容

開発の背景・ニーズ

愛知県農業への貢献

キクの電照栽培には白熱電球が使われますが、２０１２年に国内生産が中止されます。

そこで、白熱電球に比較しエネルギー効率が高く、長寿命のＬＥＤを利用したキクの電照

栽培の実用化が求められています。また、単波長の光照射に優れるＬＥＤの特性を生かし

た新たな鉢物栽培に向けて取り組みました。

ＬＥＤは白熱電球と異なり、開花や生育の調節に有効な光（特定波長）を集中的に照

射することが可能です。この性質を利用して、花きの開花や生育の調節に有効な波長を

明らかにしました。

（１）キクの花芽分化抑制に有効な波長は600～640nmであり、634nmの9Wの

LED電球で90Wの白熱電球に代替可能であることが分かりました。

（２）鉢物については、植物種によって反応は異なりました。630nm前後の赤色光を

中心として、長日植物の開花の促進や短日植物の開花の抑制がみられ、また株高が

矮化しコンパクトな草姿となる植物もありました。
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波長の違いがルドベキアの開花に及ぼす影響

表 LED照明が鉢物の生育に及ぼす影響

アフェランドラにみられる矮化効果
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キクの花芽分化抑制に有効な波長（品種：岩の白扇）

反応 波長
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